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別添３ 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

総合研究報告書 

 

生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談支援体制の在り方： 

地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及 

 

研究代表者 藤 也寸志 国立病院機構九州がんセンター・院長 

 

研究要旨 

多様なニーズに対応する地域完結型情報提供・相談支援システムの確立を目指し、地域の

情報提供・相談支援体制を検証して、これを補強しうる人材養成を促進し、地域ニーズの

抽出に基づく相談支援・情報提供体制の在り方、必要な人材の育成とその介入モデル、療

養を含めた地域情報づくりモデルを提案することを目的とし、3年間にわたり、【1】地域ニ

ーズに基づく情報提供体制の在り方研究と、【2】支援体制活性化人材の養成並びにその介

入モデルの確立研究を並行した。【1】では、平成 29 年度に、１都 5県を対象とした「がん

患者さんとご家族向け支援の実態調査」のアンケート調査を、平成 30 年度には、同アンケ

ート回答施設に対するインタビュー調査を実施した。令和元年度は、地域ニーズに基づく

情報提供体制の在り方研究を主に担当し、「がん患者さんとご家族向け支援の実態調査」の

アンケート調査および聞き取り調査の結果を詳細に解析し研究班内で議論を深め、「アンケ

ート調査結果」および「聞き取り調査結果」とともに、これらをふまえる形で「実態調査

を踏まえた考察と今後の展望」についてまとめ、①がん診療連携拠点病院やそれと連携す

る病院群以外の医療・介護施設やその従事者への情報提供・相談支援や円滑な連携が不足

し、情報が届かず孤立している、②これらの克服には、がん診療連携拠点病院の努力のみ

では不十分で、これを支える市井の人材の育成が不可避な要素である、③がんの経過に応

じて発生する多様なニーズに対して、様々な専門性を有する関係者が、地域の育成人材と

ともに、ニーズに応じた情報を整備し、支援体制を標準化し、教育研修機会を確保するこ

とによって、がん患者と家族が必要とする情報や支援によりつながりやすくなる可能性が

ある、④適切ながんの情報提供・相談支援の達成のためには、拠点病院を中心とした活動

の外にも目を向ける必要があるの 4 点を“まとめと提言”とする報告書の作成に至った。

本報告書を冊子としてまとめ（資料１）、がん診療連携拠点病院（都道府県がん診療連携拠

点病院、地域がん診療連携拠点病院<高度型>、地域がん診療連携拠点病院）、地域がん診療

病院、特定領域がん診療連携拠点病院および各都道府県がん対策協議会等関連に配布した。 

さらに【2】では、3 年間を通じて、日本癌治療学会のがん医療ネットワークナビゲータ

ー育成制度を中心に、その普及・展開を支援した。その結果として、シニアナビゲーター

69 名、ナビゲーター344 名が資格認定に至り、シニアナビゲーター資格取得予備軍となる

実地見学中途者 29名、コミュニケーションスキルセミナー修了者が 240 名、さらにナビゲ

ーター資格取得予備軍となる e-LEARNING 受講者数も 499 名と大幅に増加した（令和元年 11

月時点）。なお、その実効性検証研究で、資格取得者が効率的に機能できる体制整備が喫緊
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の課題であること等も明らかとなっている。がん医療ネットワークナビゲーターの養成支

援と実効性検証研究の結果をもとに、「がん医療ネットワークナビゲーター～育成推進と

活動拡大の都道府県別モデル～」と題する小冊子を作成（資料２）し、資料１を配布した

施設・組織に加えて、アンケート調査に回答してもらった施設やナビゲーター等、関係者・

関係施設・組織に配布した。 

 

研究分担者 

● 西山 正彦（群馬大学・名誉教授） 

● 片渕 秀隆（熊本大学大学院生命科学

研究部 産科婦人科学分野・教授） 

● 相羽 惠介（東京慈恵会医科大学医学

部 内科学講座（腫瘍・血液内科）・客

員教授） 

● 調 憲（群馬大学大学院医学系研究 

総合外科学講座肝胆膵外科分野・教授） 

● 渡邊 清高（帝京大学医学部 内科学

講座・准教授） 

研究協力者 

● 佐々木 治一郎（北里大学医学部附属

新世紀医療開発センター横断的医療領

域開発部門 臨床腫瘍学・教授） 

● 冨田 尚裕（兵庫医科大学 外科学講座 

下部消化管外科・教授） 

● 加藤 雅志（国立がん研究センター 

がん対策情報センターがん医療支援

部・部長） 

● 吉田 稔（日本赤十字社 熊本健康管

理センター） 

● 境 健爾（国立病院機構熊本医療セン

ター 腫瘍内科・部長） 

● 浅尾 高行（群馬大学未来先端研究機

構ビッグデータ統合解析センター・ 

教授） 

● 竹山 由子（九州がんセンター がん

相談支援センター） 

● 矢野 篤次郎（国立病院機構別府医療

センター・院長） 

 

Ａ．研究目的 

生活圏で異なる多様なニーズに対応し、求

められるものへと正確につなぐ地域完結型

情報提供・相談支援システムの確立を目指

し、地域の情報提供・相談支援体制とこれ

を補強する人材養成プログラムを検証・支

援し、地域ニーズの抽出に基づく相談支

援・情報提供体制の在り方、これを効率化

する人材の育成と介入モデル、療養を含め

た地域情報づくりモデル等を提案する。 

  

Ｂ．研究方法 

本研究では、Work Package (A). 地域ニー

ズに基づく情報提供体制の在り方研究と、

Work Package (B). 支援体制活性化人材の

養成並びにその介入モデルの確立研究を並

行し、下記のロードマップに従い、ともに 3

年間で①各地方の支援体制の実態把握・実

効性検証、②ニーズの抽出、③対応モデル・

マニュアルの提案の 3 ステップを消化し、

総括に結ぶ。 

１）ロードマップ 

 

 

 

 

 

【Work Package (A) 】 
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初年度には、 

① がん診療拠点病院の意識調査(2016年6

月) 等の客観情報や、がん医療ネット

ワークナビゲーターによるがん医療情

報提供強化プロジェクト（H26-がん政

策-一般-007）を先行展開した熊本県、

福岡県、群馬県での関係者からの意見

収集により、現状の情報提供・相談支

援体制の課題、地域ニーズを整理する。 

② 上記 3 県に加え、東京、神奈川の一部

と大分県を対象に、相談対応・情報提

供・連携施設計 1,991 施設（がん診療

連携・拠点病院、地域統括相談支援セ

ンター、病院/診療所、保険薬局、地域

包括支援センター、訪問看護事業所、

市区町村窓口、保健所、患者会・患者

団体など）を抽出、アンケートによる

「がん患者さんとご家族向け支援の実

態調査」を実施する。回収率を高める

ため締切を12月末として調査票を再送

し、年度内にデータを集計して調査を

完了する。 

平成 30年度には、 

① 平成 29年度アンケート調査「がん患者

さんとご家族向け支援の実態調査」を

解析し、情報提供・相談支援に関する

地域差と各地域の特色あるニーズを整

理する。 

② 上記の結果に基づき、その内容を確認、

深掘りして１都５県のアンケート回答

施設を対象に、がん医療ネットワーク

ナビゲーター（シニア及びナビゲータ

ー）によるインタビュー調査（地域ニ

ーズ調査）を実施する。 

最終年度には、 

「がん患者さんとご家族向け支援の実態

調査」のアンケート調査（平成 29年度）お

よび聞き取り調査（平成 30年度）の結果を

詳細に解析し、地域の医療や福祉関連施設

や事業所の特性による、がん患者に対応す

る相談・情報提供のニーズと、その特徴を

明らかにし、がん患者と家族向けの支援活

動の実態を把握するとともに、実状に即し

た情報提供・相談支援の体制モデルを策定

し、全国で参照可能な情報提供・相談支援

の有効性向上モデル、都道府県・市区町村

向け地域情報づくりモデル、がん医療・在

宅・介護福祉関係者、相談員向け情報提供

ツール・マニュアルの提案を行う。 

【Work Package (B)】 

3 年間継続して、日本癌治療学会、がんサポ

ーティブケア学会、緩和医療学会などの情

報提供・相談支援体制活性化人材の養成活

動を調査して連携を図り、がん医療ネット

ワークナビゲーター制度を中心にその人材

養成活動を支援し、平成 29・30 年度の 2年

間をかけて、ピアサポーター養成事業も含

め、それらプログラムの開始前後の相談者

数、地域医療・ケアの利用者数の変動解析

等からそれら人材養成事業の効果を検証し、 

最終年度には、Work Package (A) との統合

解析を経て、情報提供・相談を求める患者・

家族を効率よく専門的施設に集約する協力

人材の養成プログラムの展開と有効なその

介入モデルの提案に至る。 

（倫理面への配慮） 

本研究では介入試験は行わないが、モデ

ル事業における評価は疫学研究の対象にな

ると考えられ、「人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針」を遵守してこれを行う。 

 

Ｃ．研究結果 
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(1) Work Package (A) 地域ニーズに基づ

く情報提供体制の在り方研究 

平成 29年度のアンケート調査にて、a) 拠

点病院のみならず、一般病院/診療所などの

診療施設や薬局、介護療養支援施設、市町

村窓口/保健所/公共図書館、患者会・患者

支援団体等、各々で相談ニーズがあり、b) 施

設属性により相談内容に差がみられ、また、

c)相談件数によっても、相談内容に相違が

あること、が明らかとなった。相談ニーズ

に関し、地域差がみられたが、相談対応マ

ニュアル作成や介入モデルの構築時の作業

仮設を明確にするため、その差が地域特性

によるものか、施設属性や各地域のその分

布差、相談件数の差によるものか、を明ら

かにする必要が生じたため、全国規模のア

ンケート調査実施に変え、平成 29年度アン

ケート回答施設に対するインタビュー調査

を 5県で実施した（2019 年 1～3月）。 

この調査は、地域の相談ニーズの収集活

動の一環としてがん医療ネットワークナビ

ゲーター（シニア及びナビゲーター）がイ

ンタビュアーとして参画する形式で行われ、

その有効性を検証するために参画ナビゲー

ターへのアンケート調査も行った。  

聞き取り調査では、1) 医療機関における

積極的医療相以降の医療とケアの継続性に

問題点が多く、2) 医療、介護、生活支援に

関する相談支援体制も連携に乏しく、担当

者間での情報共有が十分でないことなどが

示され、各病相でのニーズに十分対応でき

ていない実情がうかがわれた。 

(2) Work Package (B) 地域ニーズに基づ

く情報提供体制の在り方研究 

① 情報提供・相談支援体制の活性化に資

する人材の養成制度調査 

ピアサポーター養成事業, 就労支援研

修事業, 学会等その他の認定制度等、を中

心に、該当すると思われる実施組織、期間、

施設ならびに有識者への問い合わせを継

続したが、全国規模で組織的・継続的・系

統的にこれを実施し、有効性の検証に至っ

た認定事業は見いだせず、調査を終了した。  

しかしながら、現在、厚生労働省委託事

業 「がん総合相談に携わる者に対する研

修事業」（日本サイコオンコロジー学会）、

「両立支援コーディネーター」の研修を受

講した相談支援員を対象とした厚生労働

省「がん患者の仕事と治療の両立支援モデ

ル事業公募要項がん患者等に対する就職

支援事業」等が進行中で、その結果を注視

し、関係組織との連携を図っていくことと

した。 

② 日本癌治療学会との連携による、がん

医療ネットワークナビゲーター養成

支援 

日本癌治療学会と連携し、相談支援活性

化人材としてがん医療ネットワークナビ

ゲーターの養成を支援した。シニアナビゲ

ーター69名、ナビゲーター344 名が資格認

定された。また、シニアナビゲーター資格

取得予備軍となる実地見学中途者 29 名、

コミュニケーションスキルセミナー修了

者 240 名、ナビゲーター資格取得予備軍と

なる e-LEARNING 受講者数も 499 名と、大

幅に増加した(R1.11)。 

また、行政等へも働きかけ、北海道がん

センターでは、「認定がん医療ネットワー

クナビゲーター」の育成事業が開始された。

神奈川県議会では、同県知事により、日本

癌治療学会と連携して、相談支援センター

での相談につなげる役割を担う「認定がん
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医療ネットワークナビゲーター」を活用す

るなど、相談支援の充実を図る方針が示さ

れ、三重県津市では同市役所で月 1回程度

ナビゲーターが患者相談支援を受けられ

る体制がとられるなど、全国に活動が拡大

しつつある。 

③ がん医療ネットワークナビゲーターの

有効性検証 

 認定がん医療ネットワークナビゲータ

ーへのアンケート調査 

初年度のシニアナビゲーターへのアンケ

ート調査に引き続き、平成 30年度には、が

ん医療ネットワークナビゲーター資格を取

得者、令和元年度には、再度、シニアナビ

ゲーターを対象に、有効性検証のためのア

ンケートによる実態調査を行った。資格取

得後短期間であったにもかかわらず、すで

に地域ニーズの収集や適切な相談施設への

紹介などの活動を開始しており、すでに月

20 件以上対応しているナビゲーターも存在

した。一方で、課題として、がん診療連携

拠点病院の相談支援センターとの連携や継

続的な知識習得等の課題も示された。 

 聞き取り調査参加ナビゲーターへのア

ンケート調査 

いまだナビゲーター制度の認知度が低く、

活動の場やその内容に大きな制限があり、

地域で活発に相談支援活動を展開するには、

行政や学会、医療施設をはじめ、関連する

諸機関・施設の理解と支援が不可欠である

との回答が多くよせられた。 

 

【統合解析（総括）と提案：令和元年度】 

「がん患者さんとご家族向け支援の実態

調査」のアンケート調査および聞き取り調

査の結果を詳細に解析し、「実態調査を踏ま

えた考察と今後の展望」についてまとめ、

①がん診療連携拠点病院やそれと連携する

病院群以外の医療・介護施設やその従事者

への情報提供・相談支援や円滑な連携が不

足し、情報が届かず孤立している、②これ

らの克服には、がん診療連携拠点病院の努

力のみでは不十分で、これを支える市井の

人材の育成が不可避な要素である、③がん

の経過に応じて発生する多様なニーズに対

して、様々な専門性を有する関係者が、地

域の育成人材とともに、ニーズに応じた情

報を整備し、支援体制を標準化し、教育研

修機会を確保することによって、がん患者

と家族が必要とする情報や支援によりつな

がりやすくなる可能性がある、④適切なが

んの情報提供・相談支援の達成のためには、

拠点病院を中心とした活動の外にも目を向

ける必要があるの 4 点を“まとめと提言”

とする報告書の作成に至った（資料１）。が

ん診療連携拠点病院（都道府県がん診療連

携拠点病院、地域がん診療連携拠点病院   

<高度型>、地域がん診療連携拠点病院）、地

域がん診療病院、特定領域がん診療連携拠

点病院、都道府県がん対策協議会等に配布

した。 

【まとめと提言】 

① がん診療連携拠点病院やそれと連携す

る病院群以外の医療・介護施設やその

従事者への情報提供・相談支援の不足

（情報が届かず孤立している）や円滑

な連携が不足している。 

② これらの克服には、がん診療連携拠点

病院の努力のみでは不十分であり、こ

れを支える市井の人材の育成は、患

者・家族のみならず、それらを地域で

支える広範囲の医療・介護従事者への
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支援に不可避な要素である。 

③ がんの経過に応じて発生する多様なニ

ーズに対して、様々な専門性を有する

関係者が、地域の育成人材とともに、

ニーズに応じた情報を整備し、支援体

制を標準化し、教育研修機会を確保す

ることによって、がん患者と家族が必

要とする情報や支援によりつながりや

すくなる可能性がある。 

④ 適切ながんの情報提供・相談支援の達

成のためには、拠点病院を中心とした

活動の外にも目を向ける必要があるこ

とを提言する。 

また、「がん医療ネットワークナビゲー

ター～育成推進と活動拡大の都道府県別モ

デル～」と題する小冊子を作成（資料２）、

アンケート調査に回答してもらった施設や

ナビゲーター等、関係者・関係施設・組織

に配布した。 

 

Ｄ．考察 

本研究による実態調査は、６都県におけ

るさまざまな専門性と地域性を有する医療

者・相談支援者・仲介者を対象とし、相談

員、医療介護福祉職、市区町村窓口、図書

館、保険薬局、患者団体など多様な場にお

いて、予防や検診、診断治療、療養や在宅、

連携や介護、緩和ケア・グリーフケアなど、

がん患者や家族がそのニーズに応じて相談

や情報支援を受ける場合に利活用する可能

性のある関係者に幅広くご協力いただいて

実施した初めての調査である。 

幅広い関係者から情報ニーズと連携ニー

ズを知ることができ、当該地域における拠

点病院（およびがん相談支援センター）の

相談や連携における役割分担や、当該地域

の相談支援体制の充実に向けた連携構築の

ための課題や提案を得るきっかけになると

考えられ、地域や職種、属性ごとに分析を

進めることによって、患者・家族がさまざ

まな段階で抱える情報・相談支援ニーズに

応じた対応策やノウハウが蓄積され、より

よい情報提供・相談支援体制の整備につな

がることも期待できる。 

さらには、都道府県のがん対策推進協議

会やがん相談・情報提供部会、がん診療連

携拠点病院がん相談支援センターのがん相

談専門員、日本癌治療学会認定がん医療ネ

ットワークナビゲーターなど、地域におい

てがんの相談支援や情報提供に関わる関係

者が、地域のニーズに応じた対応策を講じ

たり、情報コンテンツや相談対応マニュア

ルの整備や顔の見える連携づくりなど先進

的な取り組みを取り入れたりすることで、

具体的な患者・家族支援につながるモデル

を構築することが可能になることも期待さ

れる。 

アンケート調査、聞き取り調査からも、

病院、診療所などの積極的医療提供機関と、

療養やフォローアップに係る施設との連携

が必ずしも円滑ではない状況がうかがわれ

た。多岐にわたる対応諸機関において、互

いの情報ニーズと連携ニーズの実態を把握

することは、間接的にその地域の患者・家

族・支援者のニーズを捉えることにつなが

り、必要な情報や連携構築に向けた支援の

きっかけになる。地域における情報共有ニ

ーズは大きく、地域に根差し、情報づくり、

連携づくりを進める体制の確立、これを支

える人材の養成は、患者・家族・支援者の

ニーズに応えるために不可避な要素である。  

日本癌治療学会の「がん医療ネットワー
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クナビゲーター」制度は、その教育プログ

ラムを成熟させるとともに、すでに地域社

会で活発に活動を進めており、その活用モ

デルは、今後の、地域における情報共有、、

情報づくり、連携づくり体制の確立に役立

つものと確信している。 

今後も継続・拡大して調査が行われ、そ

の結果が地域にフィードバックされて、

PDCA サイクルが活発化されることが望まし

い。 

 

Ｅ．結論 

3年間で、アンケート調査と聞き取り調査

により「がん患者さんとご家族向け支援の

実態調査」を実施し、回答の詳細な検討を

行った。また、地域に根差し、情報づくり

や連携づくりを進める体制の確立、これを

支える人材の養成は、患者・家族・支援者

のニーズに応えるために不可避な要素であ

り、日本癌治療学会の「がん医療ネットワ

ークナビゲーター」養成制度の確立支援を

行った。 

「がん患者さんとご家族向け支援の実態

調査」は、がんの情報提供・相談支援やが

ん診療連携の現状を把握するものとして、

従来 がん診療連携拠点病院・がん相談支

援センター等を対象として行われている調

査とは一線を画するもので、a) 拠点病院の

みならず、一般病院/診療所などの診療施設

や薬局、介護療養支援施設、市町村窓口/保

健所/公共図書館、患者会・患者支援団体等、

各々で相談ニーズがあり、b) 施設属性によ

り相談内容に差がみられ、また、c)相談件

数によっても、相談内容に相違があること、

がほぼ確認され、新たに、1) 医療機関にお

ける積極的医療相以降の医療とケアの継続

性に課題が存在し、2)相談支援体制も医療、

介護、生活支援に関する連携に乏しく、担

当者間での情報共有が十分ではなく、各病

相でのニーズに十分対応できていない実情

が浮き彫りとなった。 

すなわち、がんの経過に応じて多様な情

報提供ニーズがあり、これらに対して、が

ん診療連携拠点病院やそれと連携する病院

群以外の医療・介護施設やその従事者への

情報提供・相談支援の不足（情報が届かず

孤立している）や円滑な連携が不足してい

ることや、その克服には、がん診療連携拠

点病院の努力のみでは不十分で、これを支

える市井の人材の育成は、患者・家族のみ

ならず、それらを地域で支える広範囲の医

療・介護従事者への支援に不可避な要素で

ある、ことが示された。 

このことは、同時に、さまざまな専門性

を有する関係者がニーズに応じた情報を整

備し、支援体制の標準化を推進し、教育研

修機会を確保することによって、がん患者

と家族が必要とする情報や支援によりつな

がりやすくなる可能性があることを示唆す

るものともいえる。 

今後も、さらなる分析やモデル事業の実

施と検証、日本癌治療学会のがん医療ネッ

トワークナビゲーター制度などを活用し、

支援人材の養成を継続し、患者・家族向け

の情報提供や相談支援体制の充実と均てん

化を図っていく必要がある。 
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